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潜水観察による人工魚礁の実態について一Ⅳ
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Abstract

Ｔｈｒｅｅｋｉｎｄｓｏｆｔｈｅａｒｔｉｆｉｃｉａｌｃｏｎｃｒeteblockreefswhichweredifferenｔｂｏｔｈｉｎ

ｔｈｅｌａｐｓｅｏｆｔｉｍｅｐａｓｓｅｄａｆｔｅｒｔｈｅｙｗｅｒｅｓｕｂｍｅｒｇｅｄａｎｄｉｎｔｈｅｉｒｓizes，ｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅｌｙ
ｈａｄｂｅｅｎｓｅｔａＣｔｈｅｏｆｆｓｅａｉｎｔｈｅｗｅｓｔｏｆｔｈｅＢｉｒｏｉｓｌａｎｄｉｎｔｈｅＳｈｉｂｕｓｈｉｂａｙ･

DuringtheperiodfromDecember，１９７８ｔｏAugust’1979,concerningtheseartificial
reefsdivingobservationswerecarriedout8times･

Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｂｔａｉｎｅｄｗｅｒｅａｓｉｎｔｈｅｆollowing：

１）Itwasaccertainedthatthelongerwａｓｔｈｅｌａｐｓｅｏｆｔｉｍｅｐａｓｓｅｄａｆｔｅｒｔｈｅ
settingtheartificialreefsthefiｇｈｅｒｗｅｒｅｔｈｅｆｉｓｈｇａｔｈｅｒｉｎｇｅｆｆｅｃｔｓｏｆｔｈｏｓｅｒｅｅｆｓ、
２）Theoldertheartificialreefsthehigherwastheiralluringnesstosucｈａｓｏｒｔ

ｏｆｆｉｓｈａｓＣ"〃s”"がｓ”〃0γ・Theresultofthecatchability-teｓｔｂｙｇｉｌｌｎｅｔａｓｃｅｒｔａｉｎ－
ｅｄｔｈａｔ３ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｆｉｓｈｗｅｒｅｃａｕｇｈｔｐｅｒｌＯｍ２ｂottomareaoftheartificialreef、

３）Theartificialreefsweresuppliedwithafewkindsofdeviceandattaching

apparatus，ａｎｄｔｈｅｃａｔｃｈａｂｉｌｉｔｉｅｓｃｆｔｈｅｒｅｓｐｅctivecaseswerecompared；ａｎｄｉｎ
Ａ"gりれｓ”"伽eα”s，thefollowingwereascertained；namely，ｉｎｔｈｅｃａｓｅｗｈｅｎｆｏｕｒ
ｓｔａｎｃｈｉｏｎｓｗｅｒｅｓｅｔｕｐｒｉｇｈｔｕｐｏｎｔｈｅｓｕｒｆａｃｅｏｆｔｈｅartificialreef，ｔｈｅｇａｔｈｅｒｉｎｇ

ｓｅｃｔｉｏｎｗａｓｓｐｏｔｔｅｄａｒｏｕｎｄｔｈｏｓｅｓｔａｎｃｈｉｏｎｓ；ａｎｄｉｎｔｈｅｃａｓｅｗｈｅｎｔｈｅｓｕｒｆａｃｅｌｉｄ
ｏｆｔｈｅａｒｔｉｆｉｃｉａｌｒｅｅｆｂｏｄｙｗｈｉｃｈｗａｓｔｕｒｎｅｄｉｎｔｏａｂｏｘｔｙｐｅｄｏｎｅｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅｌｏｓｓ
ｏｆｔｈｅｓｕｒｆａｃｅｌｉｄ．

1．緒言

魚道の１拠点としての効果をもつ人工魚礁の１例として，志布志湾枇榔島の西方

する人工魚礁群をとりあげ，潜水観察を実施したので，その結果について報告する．

2．人工魚礁の概要と観察方法

観察の対象とした３個所の魚礁（SB-1，SB-2,ＳＢ－３魚礁）は，いずれもコンク

志布志湾枇榔島の西方海域に位置

観察の対象とした３個所の魚礁（SB-1，SB-2,ＳＢ－３魚礁）は，いずれもコンクリートプロ

＊鹿児島大学水産学部漁具学研究室（LaboratoryofFishingGear，FacultyofFisheries，Kago‐
shimaUniversity，Kagoshima,Japan）
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Ｆｉｇ．１Ｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｐｏｓｉｔｉｏｎｏｆｔｈｅａｒｔｉ‐
ｆｉｃｉａｌｒｅｅｆｓｏｆｆｓｅａｏｆｔｈｅＢｉｒｏｉｓｌａｎｄ

ｉｎｔｈｅＳｈｉｂｕｓｈｉＢａｙ．

１
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≧註芝ご] Material Number lSettingyear
Size

(、）
Ｓｅｔｔｉｎｇｄｅｐｔｈ

（、）

SＢ－１１Concreteblock

SB-2１Concreteblock

SＢ－３１Concreteblock

278

127

1２

186

1971

1978

1.0×１．０×１．０

１．５×１．５×１．５

1978１３．２５×3.25×3．２５

1970 1.0×１．０×１．０

2７

2８

3２

ツク魚礁で，設置後の経過年数と寸法が夫々 異なっている（Tableｌ)．しかしこれらの魚礁

は500～800ｍの間隔をおいて設置されているので，漁場条件はほとんど同一とみてよく，各

魚礁の蛸集効果を比較するには好都合である（Fig.１，Ｆｉｇ．２)．観察は昭和５３年12月から

54年８月にかけて計７回実施したが，このうち３個所の魚礁を同時に観察したのは，昭和５４

年５月２６日である．

3．観察結果

ＳＢ－１魚礁（Fig.３～4,Ｐｌａｔｅｌ）

１．５ｍ角，１ｍ角と夫々 寸法の異なる新旧のコンクリートブロック（Fig.３）よりなる魚

礁で，４個所に分散し，いずれも山状をなしている（Fig.４)．最も規模の大きいブロック群

は，南北方向に長く，下方に１ｍ角の古いブロック，上方に１．５ｍ角の新しいブロックが

積まれている．４段積みで，その高さは約４ｍである．これより西方に２段積みの新しいブ

ロック群，東方に夫々 ２段積みの古い２個のブロック群がある．この設置形態より，この魚礁

の設置経過を考えると，先ず昭和４６年に１ｍ角のブロック278個が３個所に分かれて設置，

次いで７年後の昭和５３年に１．５ｍ角のブロック127個が２個所に分かれ，うち１個所で新旧

のブロックが相重なって設置されたとみてよい．各ブロック群の個数は判然としないが，まと
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Ｔａｂｌｅ２．Ｔｈｅａｄｈｅｒｅｄｌｉｖｉｎｇｔｈｉｎｇｓａｎｄｔｈｅｇａｔｈｅｒｉｎｇｉｉｓｈｅｓｏｎｔｈｅｅａｃｈ
ａｒｔｉｆｉｉｃｉａｌｒｅｅｆ．
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まりよく集中しており，特に４段積みのブロック群の東隣りのものは，基盤の目をみるように

整然と並んでいる．しかし４段積みのブロック群の裾部付近には，半壊状態の単体で転ってい

るものもあり，その数は１０個程度である．ブロックの設損の程度は，新しいものに圧漬もし

くは半壊の状態のものが多い．埋没は１０ｃｍ程度のものが多いが，古いブロックには２０ｃｍ

を超えるものも見受けられた．ブロック上面には浮泥状のものが薄く堆積している．その厚さ

は０．２ｍｍ以下である．付着生物は古いブロックに圧倒的に多く，原型を認めることが出来

ない状態である．種類は大型のフジツボ，イソバナ，ホヤ，ヤギ，ウミシダ，シロガヤ，ケヤ

リムシ等の類である．新しいブロックには殻
Ｐｌｄｎｅｖｉｅｗ，、

長１ｃｍ程度のフジツポが全面に，全長２～

5ｃｍのウミシダとシロガヤが所々にみられ
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られ，５カ月後で２０～25ｃｍと進行した．ま

た側壁を付加した６型については，ブロック周

辺の洗堀が早く，その深さは５カ月後で約１ｍ

となった（Fig.７)．付着生物は昭和５４年５

月の観察では，フジッボが全面に付着している

他，ウミシダ，シロガヤが認められた．フジツ

ポは設置後１カ月で既に５０％以上の面積に付

着している（Table３)．

帽集魚の状態は，設置後３日目にイサキの幼

魚とガザミが，１カ月後にネンブツダイ，コシ

ョウダイ，ガザミがみられた．昭和５４年２月

28日の観察では，礁上３～5ｍにアジ群，その

直下にネンブツダイ，海底から高さ１ｍの範

囲にチダイの稚魚が夫々占位し，いずれも密度

が高い（Table３)．このアジ群は上層の体長

約２０ｃｍの成魚群と，その下層の約１０ｃｍの

幼魚群に分かれており，後者は海底上約１．５ｍ

にまで及ぶ．この群は側方に縦のスタンション

を付加した３，４型に多く集群している．チダ

イは体長４～５ｃｍのもので，魚礁底部の周辺

にかなり密度が高く，広範囲に拡がり群泳す

る．しかしブロック内には少ない．ネンブッダ

イはブロックを中心にして密群を形成する傾向
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４．漁獲試験

５月２６日の潜水観察終了後，SB-1，ＳＢ－２の両魚礁付近に刺網を投網し，漁獲試験を実施

した．漁具は三重刺網（ナイロンテグス網地，目合７ｃｍ，網丈１．８ｍ）１４反を用いた．翌２７

日早朝，揚網した結果，ＳＢ－１魚礁ではチダイ他３種，計１４尾，ＳＢ－３魚礁ではチダイ９尾

の漁獲を得た．チダイについてみると，ＳＢ－３魚礁では底面積１０，２当り３尾の漁獲となり，

SB-1魚礁に比し単位面積当りの魚礁効果は優れているといえよう（Table４)．

1９２１９

があり，その内部から上方にかけて広範囲に占位する．時に高さがブロック上４ｍ，巾が６～

７ｍとなり，２個のブロックにわたることがある．常時，密度の高い部位は，ブロックの上

部の斜柱により形成されるくぼみの空間である．付加物に対する反応は，ネンブツダイが，２

型ではスタンションの周辺に，５型では上部の陰影の部分に多く蛸集する傾向がみられた

(Fig.７，ＰlateⅡ一F)．しかし３型および４型に対しては，２型程顕著でない．５型につい

ては２カ月後底部にハタ，アラカブの幼魚を認めた．６型には設置直後より大型魚が少数尾な

がら来遊しているようである．これまでにブロック内の底部にハタ類，スズキ，コショウダイ

等の大型魚を，またブロックの周辺にヒラメ，ガザミを観察した．５月２６日にはブロック上

にアジ群，周辺にネンブツダイ，内部にウマズラハギ，その底部にハタ類を認めた．このよう

な型に大型魚がなぜ集まるかについては，陰影効果もしくは渦流説等の理由をあげられるが，

今後更に検討したい．

SB-3魚礁（PlateⅢ）

昭和４５年に設置された１ｍ角のブロック魚礁で，個数は186個である．しかし５月２６日

の観察では，約20個の１段積みのブロック群を認めたに過ぎない．漁業者によれば，この他

にブロック群は存在しないという．恐らく設置時の２段目が現在残存しているものと考えられ

る．ブロック周辺は深さ約５０ｃｍのくぼ地となり大きく洗堀されている．埋没は約２０ｃｍ、

付着生物は，調査した３魚礁の中で最も豊富であり，大型のフジツボ，ウミシダ，ベニウミト

サカ，ヤギ，イソバナ類等により，ブロックは大きく覆われている（Table３)．

蛸集魚はネンブツダイが極めて高い密度で群泳しており，その有効空間は，高さがブロック

上２ｍ，巾がブロックの側方２ｍの範囲で，ブロックとその周辺のくぼ地を覆っている状態

である．この他，体長約２０ｃｍのチダイと約３０ｃｍのヒラメ各１尾を認めた（Table３)．

Table４．ＴｈｅｒｅｓｕｌｔｏｆｔｒｉａｌｃａｔｃｈｉｎｇｂｙｔｈｅＧｉｌｌｎｅｔ．

Ehly伽s”0"伽3１

Ｃａｔｃｈｏｆｆｉｓｈ
Ｎｕｍｂｅｒ

ｏｆ

ｎｅｔ

Ｄｅｐｔｈ
（、）

Ｒｅｅｆ

８
１
３
２

Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈ
（c、）

Ｓｐ． Ｎｕｍｂｅｒ

SB-3１１４

2５

Ehly"郷sﾉ”９"jca

Pzz抑γjs＃伽"α棚伽α〃”

Pα”"cﾙﾒﾉhjﾉs伽αc“ｓ

ＴｊＩｊﾉsα”ｶﾙかｓ妙伽s"ｓ

1６１８

２６

３０３５

４０４８

SB-1１１４



肥後・田畑：人工魚礁の実態について-Ⅳ
113

５．考察

枇榔島周辺海域では人工魚礁を利用した１本釣，刺網，底延縄漁業等の沿岸漁業が盛んに行

なわれており，魚礁の漁業的価値は極めて高いこれらの魚礁群を擁する付近一帯の海域は，

湾口沖合から湾奥にむけて形成されているとみられる魚道上の１拠点としての性格を有すると

共に，湾奥の浅海から沖合へ移動する若年魚の集合・滞留する場所としての役割も果している

ものと考えられる．

この好漁場に設置されている３個所の魚礁は，正六面体角窓のコンクリートブロックながら

魚礁の構造，形態，経過年数等が夫々異なり，魚群の婚集効果も夫々に特徴がみられるようで

ある．３個所の魚礁を比較してみると，魚群の婚集効果は経過年数の最も古いもの程優れてい

ることが，潜水観察と漁獲試験の結果からいえるようである．またＳＢ－１魚礁にみるように，

古い魚礁上もしくはその至近距離に新しい魚礁を追加設置することは極めて有効である．この

ことについては，鹿児島市谷山沖の人工魚礁でも同様の傾向がみられた')．一方，魚礁の蛸集

効果を高めるために，個体間および群体間の距離を適正にとるという考え方は，今や研究者の

間で定着しているが2'3)，今回の観察でも，これを確認出来た．但しその適正距離の最大値

は，魚種別に異なっているようであるが，本研究でとりあげた魚礁の場合は，チダイが８～１０

ｍ，ネンブツダイが２～4ｍという値が得られた．ＳＢ－２魚礁では構造差による蛸集効果の相

違について観察したが，その結果は，模型魚礁を用いた反応行動の水槽実験4)の結果と略一致

する点もみられた．即ち，魚種は異なるが，陰の部分によく集群する等の現象はそれである．

この他，陰の部分に定座性魚類の幼魚が占位すること，突起物の周辺や箱型の内部に集群する

こと，縦の支柱には魚種により反応が異なること等の現象については，従来の観察の結果と符

合するものもあり興味深い．ＳＢ－３魚礁は底面積約３０，２と極めて小さい規模のものである

が，チダイが底面積１０，２当り３尾という羅網率が得られ，極めて高い効果を示した．この

ことは小規模の魚礁でも，魚礁群間距離を適正に保ち，数多く組合せると，より効果的な漁場

を形成することが可能であることを示唆しているものである．この考え方は人工礁漁場の発想

だが，これとは別に，新しい大規模の人工礁漁場を１個所に設置するより現在の既設の古い魚

礁を利用して，小型の魚礁を数多く追加設置するといった考え方が，場合によっては得策でも

あると云えよう。

埋没については，漂砂現象が顕著であり，また浮泥状の堆積物のかなり存在することから，

その進捗度はかなり高いことが予想される．観察の結果から堆算すると，ＳＢ－１魚礁で１３．８

ｃｍ/年，ＳＢ－３魚礁で１３．３ｃｍ/年となる．この値は鹿児島県吹上浜沖の魚礁5）の場合よりや

や小さい値である．浮泥状の堆積物については，川内川口沖合や鹿児島市谷山沖合の魚礁の場

合より量はかなり少ない状態である．

６．要約

志布志湾の枇榔島西方海域に設置してある人工魚礁は設置後の経過年数と寸法が異なる３種

のコンクリートブロック魚礁よりなる．これらの魚礁を，昭和５３年１２月より５４年８月にか

けて計７回の潜水観察を行なった．その結果，
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１）魚礁の婚集効果は，魚礁の設置後の経過年数の古い程大である．また古い魚礁上に新し

い魚礁を重ねて設置すれば，蛸集効果は更に大となる．

２）チダイは古い魚礁程多く蛸集する傾向がある．最も古い魚礁において，刺網による漁獲

試験を行なった結果，魚礁底面積１０，２つき３尾の漁獲を得た．

３）種々の付加物を有する魚礁でネンブツダイを観察した結果，陰の部分，礁上の突起物の

周辺および箱型のくぼみの上部に密群を形成する現象がみられた．

４）埋没の速さは１３～14ｃｍ/年であるが，この値は鹿児島県吹上浜沖の場合よりやや小さ

い値である．

本研究は，志布志町役場商工水産課，大隅水産業改良普及所，志布志町漁業協同組合，志布

志湾水産振興普及協議会の御理解と御協力により実施したもので，夫々の関係者に対し，深く

お礼申し上げる．また魚礁の構造別にみた魚群の蛸集効果に関する調査は，海洋土木株式会社

より研究交付金を受け実施した．その御助力に対し深甚なる謝意を表する．なお，実施した今

回の研究を通じ，特に潜水観察時の潜水，写真撮影，水中測量等について多くの技術的，精神

的援助を賜わった深海サルベージ株式会社吐師弘氏に対し深くお礼申し上げる次第である．
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